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１．概要（Summary） 

 本研究の目的は、これまで開発してきた癌細胞が、自発的

に癌細胞立体組織（微小癌）を構築するマイクロ・ナノサイズ

のパターン基板の産業応用を目指し、創薬スクリーニングハ

イスループット向けとして 96 well 基板の作製を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

EB 加熱・抵抗加熱蒸着装置（アルバック社製：EBX-8C）、

両面マスクアライナ（ズースマイクロテック社製：MA-6）、ICP

加工装置（エリオニクス社製：EIS-700） 

【実験方法】 

微細加工技術によるマイクロサイズ＋ナノサイズの表面粗

さがあるパターン（マイクロナノ基板）をフォトリソグラフィー法

を 用 い て ガ ラ ス 基 板 上 に 作 製 し た （ 特 願 ：

PCT/JP2018/014119）（Fig. 1）。マイクロサイズのパターン

内部にナノサイズの表面粗さをつけた。作製した基板と一般

的に使用されている創薬スクリーニング用の 96well 容器を

組み合わせた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

産業応用を目指し、創薬スクリーニングハイスループット向

けとして 96 well 基板の作製に成功した（Fig. 2）。展示会

（第 1 回 ファーマラボ EXPO －医薬品研究開発展）に参

加し、今回作製したプロトタイプを実際に手にとって見てもら

うことで、基板作製企業は大量生産する製品と製薬会社は

使用するイメージができたため、展示会後に多くの会社から

問い合わせがあった。現在まで企業 3 社と共同研究に向け

て準備を進めている。 
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共同研究者：末岡和久、スバギョアグス（北海道大学大学

院情報科学研究院） 
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Fig. 2 Prototype of 
96 well substrate.

Fig. 1 Process images of micro/nano 
plate and culture cancer cells. 


